
明
治
35
年
１
月
１
日
に
創
刊

さ
れ
た
日
刊
紙
「
南
信
」
の
第

２
０
０
０
号
を
祝
っ
て
、
明
治

41
年
８
月
28
日
と
29
日
に
蓬
麻

山
人
（
松
村
正
一
）
が
、
ま
た
、

創
立
７
年
目
と
い
う
こ
と
で
明

治
41
年
10
月
25
日
、
野
口
愚
然

（
ぐ
ぜ
ん
・
只
次
郎
）
が
、「
南

信
」
創
立
当
時
の
回
顧
を
寄
稿

し
て
い
る
。

愚
然
の
記
述
を
中
心
に
ま
と

め
る
と
、
当
時
の
下
伊
那
は
進

歩
派
の
「
伊
那
公
報
」
独
占
場

で
、
政
友
会
派
は
不
利
益
を
嘗�

め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
明
治
34

年
頃
か
ら
、
高
田
茂
を
中
心
に

新
聞
発
行
の
株
式
を
募
る
こ
と

に
な
り
、
渡
辺
猶
人
の
２
階
を

事
務
局
に
、
長
野
新
聞
を
辞
し

て
帰
郷
し
た
野
口
愚
然
を
擁
し
、

信
産
銀
行
の
黒
田
忠
一
が
便
宜

を
図
り
、「
編
輯
に
は
羽
生
超
然

君
を
起
し
て
快
諾
を
得
」、
活
字

の
買
入
れ
、
職
人
の
手
配
や
印

刷
機
購
入
と
具
体
的
な
段
取
り

を
進
め
た
。
し
か
し
創
刊
号
の

手
配
が
間
に
合
わ
ず
、
名
古
屋

で
編
輯
・
印
刷
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、「
病
体
の
羽
生
君
が
猛
然

と
起
つ
て
天
龍
を
舟
で
下
り
東

海
線
を
名
古
屋
に
」
出
向
い
て
、

「
中
藤
の
裏
座
敷
を
占
領
し
て
、

矢
張
り
一
週
間
計
り
初
號
の
編

輯
に
従
事
し
た
」
と
あ
る
。

創
刊
号
と
い
う
こ
と
で
、「
春

草
の
梅
と
大
観
の
虎
」
を
愚
然

が
東
京
か
ら
携
え
た
。
超
然
は

「
飯
田
で
春
臺
初
め
故
人
の
筆
蹟

を
集
め
る
に
苦
心
し
て
木
版
に

し
て
名
古
屋
へ
喚�

ぶ
」
と
奮
闘

の
様
が
う
か
が
え
る
。
飯
田
か

ら
は
元
旦
の
発
送
に
間
に
合
わ

な
い
と
矢
の
催
促
。
よ
う
や
く

刷
り
上
が
っ
た
新
聞
は
、
印
刷

職
人
と
と
も
に
馬
車
を
一
台
借

り
切
っ
て
土
岐
・
中
津
・
橋
場

か
ら
飯
田
に
向
か
わ
せ
、
愚
然

と
超
然
は
馬
と
駕�

籠�

と
で
雪
の

大
平
を
越
え
る
。「
羽
生
君
は
大

平
峠
で
一
度
血
尿
を
漏
ら
さ
れ

た
。
當
時
の
君
の
身
体
は
實
に

察
し
や
ら
れ
た
も
の
だ
つ
た
」

と
愚
然
は
書
い
て
い
る
。
そ
の

奮
闘
の
甲
斐
あ
っ
て
、
創
刊
号

は
元
旦
に
間
に
合
い
、
１
月
11

日
の
２
号
以
降
は
飯
田
で
順
調

に
発
刊
さ
れ
た
。

「
南
信
」
を
立
ち
上
げ
た
こ

の
３
人
は
、
そ
の
後
、「
羽
生
超

然
君
去
り
」、
明
治
39
年
頃
か
ら

は
初
代
編
集
長
の
野
口
愚
然
が

体
調
を
壊
し
社
を
出
た
り
入
っ

た
り
で
、
一
時
は
社
長
の
高
田

茂
が
編
輯
業
務
ま
で
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
な
時
期
も
あ
る
な

ど
盛
衰
は
あ
っ
た
も
の
の
、
日

露
戦
争
の
戦
況
報
道
も
あ
っ
て

購
読
も
伸
び
、
広
告
も
増
え
て
、

新
聞
社
は
軌
道
に
乗
っ
た
。

明
治
40
年
高
田
が
県
議
と
な

り
退
社
す
る
。
社
長
に
伊
原
五

郎
兵
衛
、
編
輯
に
安
江
天
涯

（
再
来
子
）
を
得
た
「
南
信
」
は
、

そ
の
後
昭
和
13
年
の
国
家
総
動

員
法
に
よ
る
新
聞
用
紙
の
統
制

を
受
け
る
ま
で
約
36
年
続
い
た
。

愚
然
は
、
病
が
癒
え
た
の
か
、

そ
の
後
、
鼎
村

長
と
な
り
、
ま

た
上
飯
田
村
助

役
、
飯
田
裁
判

所
内
登
記
所
司

法
書
士
な
ど
を

務
め
て
い
る
。

高
田
茂
や
野

口
愚
然
の
そ
の
後
が
知
ら
れ
て

い
る
一
方
で
、
毎
号
の
よ
う
に

洋
の
東
西
、
地
域
の
政
治
経
済

に
わ
た
る
広
汎
な
記
事
や
提
言

を
書
い
て
い
た
羽
生
超
然
の
名

前
は
、
明
治
37
年
元
旦
号
を
最

後
に
「
南
信
」
か
ら
消
え
る
。

そ
の
後
、
明
治
39
年
１
月
９
日

に
「
超
然
主
筆
『
活
殺
』
発
行
」

と
い
う
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。

羽
生
超
然
と
は
ど
ん
な
人
物

か
︱
︱
。
数
年
係
で
作
成
中
の

地
域
の
「
文
化
関
係
人
物
事
典
」

に
は
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
物
で
は
あ
る
が
、
そ
の
素

性
は
定
か
で
な
く
、
行
方
も
杳�

�

と
し
て
知
れ
な
い
。
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羽
生
超
然
を
探
す
手
元
に
あ

る
唯
一
の
手
が
か
り
は
明
治
39

年
４
月
30
日
発
行
の
『
活
殺
』

第
１
号
で
あ
る
。

目
次
頁
に
お
か
れ
た
奥
付
に

は
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
編

輯
兼
発
行
人
・
富
田
亥
三
郎
、

印
刷
人
・
大
野
亀
太
郎
、
印
刷

所
・
福
岡
進
文
堂
（
飯
田
町
五

百
五
拾
番
地
）、
発
行
所
・
飯
田

伝
馬
町
（
善
勝
寺
境
内
）
活
殺

書
院
」。
富
田
亥
三
郎
が
超
然
な

の
だ
ろ
う
か
？

ま
た
『
活
殺
』
表
紙
裏
の
目

次
に
は
、
渡
邉
國
武
（
諏
訪
高

島
藩
士
の
子
爵
・
旧
姓
小
池
。

第
２
次
伊
藤
内
閣
の
大
蔵
大
臣
、

逓
信
大
臣
、
第
４
次
伊
藤
内
閣

の
大
蔵
大
臣
）
や
那
珂
通
世

（
東
洋
史
・
文
学
博
士
）、
横
井

時
敬
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
・

東
京
農
業
大
学
初
代
学
長
。「
稲

の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の

こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
と
い
う

言
葉
は
有
名
）
と
と
も
に
、
大

平
小
洲
の
「
梅
花
書
屋
図
」
が

口
絵
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
記
者
（
超
然
？
）
の

「
活
殺
発
行
序
言
」「
寄
書
」
と

続
く
が
、
寄
書
に
寄
せ
ら
れ
た

名
前
を
見
る
と
、

小
林
天
龍
（
萬
朝
報
記
者
）、

今
村
力
三
郎
（
弁
護
士
）、
齋
藤

無
知
の
祝
辞
、
樋
口
光
信
・
松

下
残
菊
・
矢
高
濤
舟
の
和
歌
や
、

鹽
澤
萬
象
（
医
師
）、
吉
川
石
臼
、

佐
々
木
陽
齋
の
俳
句
他
、
北
原

痴
山
、
原
稲
太
郎
（
測
候
所
長
）

な
ど
、
錚
々
た
る
人
物
が
居
並

ぶ
。
ま
た
本
誌
創
刊
に
あ
た
っ

て
雇
い
入
れ
た
記
者
、
笠
南
松

江
伴
象
（
二
水
、
後
に
信
濃
時

事
専
務
）
の
「
入
社
の
辞
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文

中
に
「
會�

�
�ま

羽
生
超
然
詞
兄
雑

誌
活
殺
を
刊
し
て
ま
さ
に
警
世

の
筆
を
揮
ひ
」
の
一
節
が
あ
り
、

ま
た
「
雑
誌
活
殺
愈
々
羽
生
先

生
主
幹
の
も
と
に
発
刊
」（
齋
藤

無
知
）
や
「
超
然
子
が
雑
誌
を

出
す
」（
今
村
力
三
郎
）
の
一
節

が
あ
る
。
ど
う
や
ら
「
南
信
」

の
広
告
通
り
、『
活
殺
』
と
い
う

雑
誌
が
羽
生
超
然
が
主
筆
と
し

て
発
刊
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違

い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
活
殺
書
院
の
記
者
を

名
告
る
笠
南
松
江
伴
象
が
登
場

す
る
が
、
こ
の
名
前
は
、
前
年

12
月
突
然
退
職
し
た
飯
田
中
学

（
旧
制
）
教
諭
羽
生
東
洋
を
め
ぐ

っ
て
、
学
校
側
に
抗
議
す
る
か

た
ち
で
「
波
風
録
」
７
回
他
、

反
響
に
応
じ
る
か
た
ち
で
１
月

中
、
毎
日
の
よ
う
に
「
南
信
」

紙
上
に
登
場
し
て
い
る
。

つ
ま
り
は
、
羽
生
超
然
の
突

然
の
「
南
信
」
退
社
、
羽
生
東

洋
の
突
然
の
飯
中
退
職
の
符
合
。

東
洋
心
酔
者
松
江
の
、
超
然
主

筆
雑
誌
『
活
殺
』
へ
の
記
者
登

用
、
ま
た
そ
の
時
期
の
符
合
は
、

超
然
が
即
ち
東
洋
で
あ
る
こ
と

を
疑
わ
せ
る
。

東
洋
羽
生
芳
太
郎
（
永
明
）

も
ま
た
、
超
然
と
同
じ
羽
生
姓

で
、
か
つ
ま
た
草
創
期
の
「
南

信
」
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
る
ば

か
り
で
な
く
、「
南
信
文
学
」
欄

を
主
導
し
て
い
た
観
さ
え
あ
る
。

東
洋
は
、
飯
田
中
学
校
（
旧

制
）
初
代
校
長
島
地
六
五
に
迎

え
ら
れ
て
明
治
34
年
３
月
か
ら

母
校
に
赴
任
し
た
人
で
あ
る
。

そ
の
経
歴
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
の

３
・
13
及
び
25
回
で
鎌
倉
貞
男

さ
ん
が
取
り
あ
げ
て
い
る
の
で

参
照
に
さ
れ
た
い
。（
次
回
に
続

く
）
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東
洋
は
飯
田
中
学
校
（
旧
制
）

初
代
校
長
島
地
六
五
に
迎
え
ら

れ
て
明
治
34
年
３
月
か
ら
母
校

に
赴
任
し
た
人
で
あ
る
。
学
校

ば
か
り
で
な
く
、
日
東
学
生
団

総
裁
を
務
め
、
校
友
会
、
文
学
、

思
想
的
に
も
青
年
の
修
養
に
大

き
な
影
響
が
あ
っ
た
が
、
着
任

わ
ず
か
５
年
に
し
て
突
然
学
校

を
離
れ
た
。
飯
田
中
学
に
赴
任

中
、
小
学
生
だ
っ
た
樋
口
國
登

（
日
夏
耿
之
介
）の
訪
問
を
受
け
、

文
学
論
を
交
わ
し
た
り
（『
竹
枝

町
巷
談
』）、
中
原
謹
司
が
師
と

仰
い
で
つ
く
っ
た
短
歌
会
を
指

導
し
た
り
し
た（『
龍
江
村
史
』）。

東
洋
は
、
飯
田
を
離
れ
た
後
、

明
治
39
年
４
月
か
ら
は
再
び
岡

山
県
の
私
立
中
学
に
赴
任
。
そ

の
後
は
、
青
山
学
院
大
学
や
皇

典
講
究
所
の
教
授
等
を
務
め
、

昭
和
５
年
７
月
63
歳
で
亡
く
な

っ
た
が
、
没
後
遺
族
に
よ
っ
て

そ
の
蔵
書
が
下
伊
那
教
育
会
に

寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
膨
大
な
資

料
の
半
分
以
上
は
郷
土
に
関
係

す
る
も
の
で
、
堀
家
研
究
の
稿

本
『
堀
の
漣
』（
全
15
冊
）
他

『
堀
家
御
記
録
并
御
略
記
』『
堀

家
御
系
譜
』（
各
１
冊
）、
伊
那

郡
の
町
村
歴
史
文
化
拾
遺
ス
ク

ラ
ッ
プ
『
伊
那
迺
苔
道
』（
上
下

２
冊
）『
伊
那
郡
誌
資
料
』『
伊

那
人
物
誌
稿
』（
18
冊
）『
南
信

文
学
』（
上
下
２
冊
）、『
飯
田
風

土
記
』（
著
者
不
明
写
本
）
な
ど

を
み
る
と
、
飯
田
を
離
れ
た
後

も
終
生
ま
で
郷
土
に
対
す
る
眼

差
し
を
持
ち
続
け
て
い
た
人
で

あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
長

姫
神
社
境
内
に
建
つ
羽
生
科
山

顕
彰
碑
建
立
運
動
も
す
で
に
飯

田
を
離
れ
東
京
に
あ
っ
た
が
中

心
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
堀
家
、
太
宰

春
臺
や
国
学
の
研
究
を
続
け
な

が
ら
そ
の
成
果
や
、
短
歌
・
歌

論
な
ど
「
東
洋
」
の
名
前
で

「
南
信
」
に
寄
稿
を
続
け
た
。
コ

ラ
ム
13
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

『
南
信
文
学
』
は
「
南
信
」
紙
上

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
中
心
に
、

地
域
の
雑
誌
記
事
の
切
抜
帳
兼

覚
書
で
あ
る
。『
伊
那
迺
苔
道
』

に
し
て
も
、
松
村
蓬
麻
や
「
南

信
」
紙
上
の
文
学
的
話
題
を
扱

い
な
が
ら
、
科
山
・
東
洋
に
つ

い
て
の
項
目
は
あ
る
も
の
の

「
超
然
」
に
つ
い
て
の
記
載
は
一

切
な
い
。
こ
れ
は
異
様
な
こ
と

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ひ
と
つ
の
仮
説
を
立
て
て
み

た
。
超
然
＝
東
洋
説
で
あ
る
。

明
治
34
年
帰
飯
時
、「
南
信
」
創

刊
に
借
り
出
さ
れ
た
羽
生
芳
太

郎
は
新
聞
社
記
者
と
し
て
「
超

然
」
の
筆
名
を
使
い
、
学
者
と

し
て
は
「
東
洋
」
の
号
を
使
っ

た
。
当
初
は
立
ち
上
げ
だ
け
の

協
力
の
つ
も
り
が
協
力
し
続
け

て
い
る
と
、
二
足
の
草
鞋
を
嫌

う
職
場
の
圧
力
も
あ
り
、「
超
然
」

名
で
の
「
南
信
」
記
者
の
活
動

を
明
治
37
年
１
月
で
や
め
る
。

以
後
は
、「
東
洋
」
の
号
で
寄
稿

を
続
け
て
い
た
が
、
こ
れ
に
も

ま
た
圧
力
が
か
か
っ
た
の
か
、

学
校
を
辞
め
る
決
心
を
し
た
。

学
校
へ
の
辞
職
届
け
の
理
由
が

「
病
気
療
養
の
為
」
と
あ
る
ら
し

い
（「
南
信
」
前
掲
）
が
、
す
ぐ

さ
ま
東
京
で
就
職
活
動
の
上
、

岡
山
の
中
学
校
へ
の
再
就
職
を

決
め
た
り
、「
東
洋
」
名
で
の

「
南
信
」
へ
の
寄
稿
の
数
に
変
わ

り
が
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
病

気
だ
け
が
原
因
の
退
職
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、「
教
頭
と

の
確
執
」「
野
球
亡
国
論
」
の
発

言
の
責
任
を
と
っ
て
辞
め
た
な

ど
と
い
う
説
に
与
す
る
の
も
一

面
的
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

病
気
療
養
の
退
学
や
辞
職
の
経

歴
を
み
れ
ば
、
羽
生
本
人
の
中

に
も
ボ
ヴ
ァ
リ
ズ
ム
的
な
気
性

が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

一
方
で
訴
え
る
こ
と
の
社
会

的
責
務
を
感
じ
て
、
学
校
を
退

職
す
る
や
雑
誌
『
活
殺
』
の
刊

行
を
「
南
信
」
紙
上
で
打
ち
上

げ
（
明
治
39
年
１
月
）、
東
京
に

戻
る
自
分
に
代
わ
っ
て
、
意
気

に
感
じ
て
く
れ
た
松
江
を
記
者

に
雇
い
、
超
然
主
筆
で
創
刊
号

（
明
治
39
年
４
月
）
は
出
し
た
も

の
の
、
東
京
・
岡
山
と
飯
田
で

は
如
何
せ
ん
…
…
、
１
号
雑
誌

で
終
わ
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ

か
。
明
治
44
年
６
月
か
ら
12
月

ま
で
活
殺
生
が
「
断
魔
剣
」
な

る
コ
ラ
ム
で
下
伊
那
の
人
物
評

を
中
心
に
「
南
信
」
紙
上
を
賑

わ
す
が
、
こ
の
人
物
が
超
然
も

し
く
は
東
洋
と
同
一
人
物
か
、

『
伊
那
人
物
誌
稿
』
な
ど
と
の
異

同
も
不
詳
で
あ
る
。
　

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
47

「
南
信
」
草
創
期
の
記
者
・
羽
生
超
然

を
追
っ
て
　
下

嶋
　
不
濁


